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1 はじめに 
「声の老化」はこれまで多くの興味・感心

を呼んできたが，その実体や背景となる神

経・生理学的機序が科学的に十分把握されて

いるわけではない．著者らはまず「声の老化」

に直接関わる声門体積流波形の音響的な性質

の実体を十分な資料に基づいて把握すること

を目的にして，これまで共時的[1]，継時的[2]
観点から調査した結果を報告してきた．特に

特定個人の発話を 11 年から 19 年にわたって

†追跡調査した継時的研究は[2]，他の過去の

研究では見られないものであった． 
本稿では，前報でやや定性的に述べた音声

の基本周波数の加齢に伴う変化について，回

帰分析を行って，加齢と基本周波数の変化の

関係について，一層明確な形で整理して報告

することを試みる． 

2 実験方法 
2.1 音声資料 

11 年から 19 年にわたって，１年に１回音

声を収録することによって追跡した，喉頭に

疾患のない，男性 65 名，女性 235 名の持続母

音 /a/ のデータコーパス[2]から，統計的な分

析を考慮して，男性で６回以上，女性では８

回以上の収録音声のある話者を選んだ．男性

が少ないのは，ある程度の話者数を確保する

ためである．男性話者の年齢分布については

Table 1，女性話者のそれについては Table 2，
それぞれの第２列目を参照されたい． 
2.2 F0 の測定 

5 回発声した持続母音 /a/ の定常区間の平

均基本周波数を，発声回数で平均した値を，

その話者の平均基本周波数（Average F0，以

後，略して AF0 と呼ぶ）とした．  
2.3 回帰分析 
話者ごとに年齢と AF0 の線形単回帰分析

を行い，勾配 a ，帰無仮説 H: a = 0 としたと

きの t 値，それと参考までに F 値を求めた． 

3 結果と考察 
回帰分析の結果を，男性 16 名については

Table 1 に，女性 29 名については Table 2 に
示す．表には，危険率 5% で回帰係数（勾配）

a =  0という仮説が棄却される場合の t 値，F 
値に*を付してある． 

男性話者では勾配が有意な（仮説が棄却さ

れる）ものが，16 名中わずかに 1 名であるの

に対して，女性では 29 名中 13 名で，その割

合は 45% である．有意な話者は男女を問わ

ず，勾配はすべて負であり，加齢に伴って AF0
は低下する．女性では AF0 の変化が有意でな

い話者を含めると，29 名中 25 名（86%）の

話者で負の勾配，すなわち，加齢による AF0
が低下する傾向を示した（Table 2）．一方，女

性で AF0 の有意な変化を示した人数の割合

は，AF0 の測定開始年齢が 39 歳以下で 50%，

40 歳代で 29%，50 歳代で 50%，60 歳代で 50%
であり，40 歳代以外ほとんど変わらない．こ

の結果は，女性の話声位（連続音声中の平均

基本周波数）が幼少時から加齢によって一貫

して低下する傾向にあるというわれわれの過

去の共時的な研究結果[1]と一致する． 
男性で唯一有意であった話者 M5 と勾配が

一番小さい話者 M4 の年齢と AF0 の関係を

Fig.1-a, b に，女性で勾配がほぼ同じ値であり

ながら，有意な話者F16とそうでない話者F20
の年齢と AF0 の関係を Fig.2-a,b に示す．F20
は，AF0 は低下傾向にあるが，変動が大きい

ために有意にならないという典型例である． 

4 むすび 
男性では加齢に伴う平均基本周波数の変化

はほとんどないが，女性では約 45%が加齢に

伴って低くなった．その他の女性話者でも統

計的に有意ではないものの加齢に伴って低く

なる傾向を示した． 
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Table 1  Speaker number, initial and final age 
when F0 was measured, gradient, t-value, and 
F-value, from the left, for male speakers. 

SP No. Age init-fin a  t  F  
M1 40-54 0.18 0.07 0.00 
M2 44-58 -0.36 -1.20 1.43 
M3 47-61 0.11 0.08 0.00 
M4 50-61 0.07 0.08 0.00 
M5 53-70 -1.27 -2.26* 5.13* 
M6 54-69 -0.87 -0.50 0.25 
M7 59-74 -1.64 -1.20 1.44 
M8 60-71 1.08 1.49 2.23 
M9 62-79 -1.92 -1.42 2.03 
M10 62-77 0.83 0.95 0.90 
M11 63-77 -2.89 -1.55 2.41 
M12 64-74 0.67 0.39 0.15 
M13 66-78 0.13 0.09 0.01 
M14 70-83 0.43 0.26 0.07 
M15 75-87 2.70 1.99 3.94 
M16 78-88 1.71 1.36 1.84 

 
Table 2  Same as Table 1 except that the meas-
urement was made for female speakers. 

SP No. Age init-fin a  t  F  
F1 25-40 -3.38 -3.21* 10.32* 
F2 36-60 -1.16 -1.79 3.19 
F3 38-52 -1.19 -4.34* 18.81* 
F4 38-55 -0.78 -1.19 1.41 
F5 41-58 -1.20 -1.69 2.85 
F6 46-57 0.05 0.04 0.00 
F7 48-63 -2.58 -3.10* 9.59* 
F8 49-62 -2.25 -2.28 5.21 
F9 49-65 -2.61 -6.32* 39.92* 
F10 49-67 -1.25 -1.05 1.09 
F11 49-61 0.28 0.57 0.32 
F12 50-60 -1.49 -1.33 1.78 
F13 51-69 -1.76 -2.50* 6.27* 
F14 52-63 -1.52 -1.13 1.29 
F15 53-64 -1.33 -0.84 0.70 
F16 53-68 -2.38 -4.26* 18.15* 
F17 54-64 -6.35 -7.16* 51.30* 
F18 56-70 -0.90 -0.68 0.47 
F19 57-70 -10.24 -5.40* 25.42* 
F20 57-71 -2.51 -2.10 4.42 
F21 59-75 -2.76 -3.17* 10.07* 
F22 61-75 -3.98 -2.43* 5.91* 
F23 61-72 2.10 1.29 1.66 
F24 63-73 -2.77 -2.70* 7.33* 
F25 64-78 2.41 1.98 3.93 
F26 65-79 -0.86 -0.53 0.28 
F27 66-77 -3.50 -3.79* 14.38* 
F28 68-82 -1.87 -3.50* 9.95* 
F29 69-82 -1.10 -0.75 0.56 
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Fig. 1-a Regression of average F0 to ages of male 

speaker M5 (see Table1). 
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Fig. 1-b Regression of average F0 to ages of male 

speaker M4 (see Table1). 
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Fig. 2-a Regression of average F0 to ages of fe-

male speaker F16 (see Table2). 
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Fig. 2-b Regression of average F0 to ages of fe-

male speaker F20 (see Table2). 
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